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覓 手をかざして見る形。
何かをさがし求める意。

臻
声符は秦(しん)。
至り集まる意。

〔京房本〕に「水、臻りに至る」
衆多・急速の意がある。



伊太祁曽神社 和歌山県和歌山市

五十猛命を祀り、木の神として知られる。

倭文（しとり）神社

鳥取県東伯郡

大屋毘古神を祀る神社

那須加美乃金子神社

栃木県那須塩原市

大屋毘古神を祀る神社の一つ



須佐能男命 須佐之男命

能力を意味する漢字。
八俣遠呂智退治をされた須佐之男命本人ではなく、
その末裔を意味しているものと思われる。
代々、初代須佐之男命の御魂を受け継ぐことで
その能力を保持した人物と考えられる。


